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●はじめに
　君津中央病院は千葉県南部に位置し、病床数は 661
床、1 日の平均入院患者数は 545 名と地域の基幹病院
としての役割を担っている。人工呼吸器は現在 19 機
種、計 57 台を臨床工学科にて管理している。
●リユース回路からディスポーザブル回路へ切り替え
に至った経緯

　人工呼吸器用回路に由来する医療事故は後を絶たず、
厚生労働省の調査機構である医療事故情報収集事業へ
のヒヤリハット報告は毎年多数に及ぶと報告されてい
る。当院でも吸気呼気の接続ミスを経験し、昨年から
リユース回路からディスポーザブル回路への見直しを
行った。その際、様々な種類の人工呼吸器用回路を検
討したが、今後 tkb Pneu-Moist Ⓡ人工呼吸器用回路を
採用することとなり、その使用経験をここに報告する。
●使用経験
　一般的にディスポーザブルの人工呼吸器用回路とは、
あらゆる人工呼吸器に接続・使用できることを前提に
セット化されている。そのため、院内で使用している
人工呼吸器によってはセット化された回路が長すぎた
り、実際の組み上げには不必要なコネクタ等が入って
いるために、毎回廃棄せざるを得ないものも含まれて
いる。当院でも不必要な回路を無理やり組み込もうと
して、「回路が組めない」「不必要な接続をしてしまい
リークの原因となった」などの経験をした。ところが
今回採用した tkb Pneu-MoistⓇ人工呼吸器用回路では、
それらの不具合が起きる可能性を払拭することが可能
となっている。その理由として、各施設独自の人工呼
吸器用回路に対する要望を製品化するという「カスタ
マイズ」対応が可能になっていることが挙げられる。例
えば、不要なコネクタなどを事前に回路セットから抜い
てしまうカスタマイズを行えば、人工呼吸器用回路の接
続ミスが発生する可能性を事前に摘み取ることができ、
医療事故の発生リスクの軽減につなげることができる。
　また、人工呼吸器のメインフローから加温加湿チャ

ンバーまでの回路をもう少し長くしたい、ウォーター
トラップの位置が悪く回路内に水が溜まってしまうこ
とがあるためにウォータートラップから Y ピースまで
の回路の長さを変えたいなど、普段私たちが感じてい
る、ちょっとした人工呼吸器回路へのリクエストを製
品化することで、より使いやすい人工呼吸器用回路と
して使うことができるようになると考えている。実際
に当院でも人工呼吸器からチャンバーまでの回路は、
取り回しや使い勝手を考慮した結果、50cm という短
いタイプのものを選択した。
●おわりに
　tkb Pneu-Moist Ⓡ人工呼吸器用回路ではこれまで紹
介してきた回路のカスタマイズ化という特徴の他にも、
回路内での結露の発生を抑制する目的で回路表面にス
リーブを巻き付けて外気から受ける温度変化の影響を
軽減する回路や、同じく回路内の結露軽減の目的で回
路壁をより肉厚にした回路もあり、吸気ガスに適切な
加温加湿を行い、理想的な状態でガスを患者様に届け
ることを考えた製品ラインアップとなっている。医療
消耗品については、その製品がもたらす経済的効果も
採用に際しての大変重要なファクターであることは間
違いないが、この tkb Pneu-Moist Ⓡ人工呼吸器用回路
は、カスタマイズ化が可能なことや患者様のことを考
えた豊富な種類の回路があることから、その経済的効
果をも上まわる大きな付加価値を持った人工呼吸器用
回路であると思われる。




